
国
会
事
項

平成™™年œ月™˜日 金曜日 第œš˜�号官 報
〇
防
衛
省
告
示
第
九
十
八
号

海
上
に
お
け
る
水
上
標
的
に
対
す
る
射
爆
撃
訓
練
を
次

の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
一
日

防
衛
大
臣

北
澤

俊
美

期

間

平
成
二
十
二
年
六
月
四
日
か
ら
同
年
六
月
三
十

日
ま
で
の
間
、〇
八
〇
〇
か
ら
一
七
〇
〇
ま
で
。

た
だ
し
、
土
曜
日
及
び
日
曜
日
を
除
く
。

区

域

水
戸
沖
海
面
の
次
の
Ê
か
ら
Í
ま
で
の
四
点
を

順
次
結
ん
だ
線
及
び
Ê
の
点
と
Í
の
点
を
結
ん

だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
る
海
面
並
び
に
そ
の
上
空

で
海
面
か
ら
高
度
四
、
五
七
二
メ
ー
ト
ル
ま
で

の
間

Ê

北
緯
三
六
度
四
〇
分
一
一
秒

東
経
一
四
一
度
〇
四
分
四
八
秒

Ë

北
緯
三
六
度
四
〇
分
一
一
秒

東
経
一
四
一
度
二
〇
分
四
八
秒

Ì

北
緯
三
六
度
〇
〇
分
一
二
秒

東
経
一
四
一
度
二
〇
分
四
八
秒

Í

北
緯
三
六
度
〇
〇
分
一
二
秒

東
経
一
四
一
度
〇
四
分
四
八
秒

そ
の
他

一

射
爆
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が

存
在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
爆
撃
海
面
に

船
舶
等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
が

ら
実
施
す
る
。

二

前
記
区
域
の
経
緯
度
は
、
世
界
測
地
系
の

数
値
で
あ
る
。

〇
北
陸
地
方
整
備
局
告
示
第
八
十
七
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
一
日

北
陸
地
方
整
備
局
長

前
川

秀
和

^

道
路
の
種
類

一
般
国
道

_

路

線

名

百
十
六
号
及
び
二
百
八
十
九
号

`

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

燕
市
吉
田
鴻
巣
字
ヤ
ケ
七
三
番
一
か
ら
同
市
吉
田
鴻
巣
字
糺

九
一
番
二
ま
で

前後

一
四
・
七
五
〜
一
八
・
五
〇

一
六
・
七
五
〜
一
八
・
五
〇

〇
・
一
〇
四

〇
・
一
〇
四

a

図
面
縦
覧
場
所

北
陸
地
方
整
備
局
及
び
同
局
新
潟
国
道
事
務
所

〇
沖
縄
総
合
事
務
局
告
示
第
二
十
九
号

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
二
十
三
条
の
二
十
八
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
五
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
登
録
小
型
船
舶
教
習
所
に
係
る
登
録
事
項
の
変
更
の
届

出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
三
条
の
二
十
八
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
七
条
の
十
五
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
公

示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
一
日

沖
縄
総
合
事
務
局
長

竹
澤

正
明

一

登
録
小
型
船
舶
教
習
実
施
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
変
更
前
）

沖
縄
県
立
翔
南
高
等
学
校

校
長

下
地

盛
雄

沖
縄
県
宮
古
島
市
平
良
字
下
里
二
八
八
番
地

（
変
更
後
）

沖
縄
県
立
宮
古
総
合
実
業
高
等
学
校

校
長

下
地

廣
治

沖
縄
県
宮
古
島
市
平
良
字
下
里
二
八
〇
番
地

二

登
録
小
型
船
舶
教
習
事
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

（
変
更
前
）

沖
縄
県
宮
古
島
市
平
良
字
下
里
二
八
八
番
地

（
変
更
後
）

沖
縄
県
宮
古
島
市
平
良
字
下
里
二
八
〇
番
地

衆

議

院

条
約
送
付
通
知
書
受
領

五
月
十
九
日
参
議
院
議
長
か
ら
、
国
会
に
お
い
て
承
認

す
る
こ
と
を
議
決
し
た
次
の
件
を
内
閣
に
送
付
し
た
旨
の

通
知
書
を
受
領
し
た
。

脱
税
の
防
止
の
た
め
の
情
報
の
交
換
及
び
個
人
の
所
得

に
つ
い
て
の
課
税
権
の
配
分
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と

バ
ミ
ュ
ー
ダ
政
府
と
の
間
の
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
承

認
を
求
め
る
の
件

所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回
避
及
び

脱
税
の
防
止
の
た
め
の
日
本
国
と
ク
ウ
ェ
ー
ト
国
と
の

間
の
条
約
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件

原
子
力
の
平
和
的
利
用
に
お
け
る
協
力
の
た
め
の
日
本

国
政
府
と
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
政
府
と
の
間
の
協
定

の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件

法
律
公
布
奏
上
通
知
書
受
領

五
月
十
九
日
参
議
院
議
長
か
ら
、
次
の
法
律
の
公
布
を

奏
上
し
た
旨
の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す

る
法
律

議
案
通
知
書
受
領

五
月
十
九
日
参
議
院
か
ら
、
本
院
の
送
付
し
た
次
の
件

を
承
認
す
る
こ
と
を
議
決
し
た
旨
の
通
知
書
を
受
領
し

た
。脱

税
の
防
止
の
た
め
の
情
報
の
交
換
及
び
個
人
の
所
得

に
つ
い
て
の
課
税
権
の
配
分
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と

バ
ミ
ュ
ー
ダ
政
府
と
の
間
の
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
承

認
を
求
め
る
の
件

所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回
避
及
び

脱
税
の
防
止
の
た
め
の
日
本
国
と
ク
ウ
ェ
ー
ト
国
と
の

間
の
条
約
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件

原
子
力
の
平
和
的
利
用
に
お
け
る
協
力
の
た
め
の
日
本

国
政
府
と
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
政
府
と
の
間
の
協
定

の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件

又
同
日
参
議
院
か
ら
、
本
院
の
送
付
し
た
次
の
内
閣
提

出
案
を
可
決
し
た
旨
の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す

る
法
律
案

質
問
書
提
出

五
月
十
九
日
議
員
か
ら
提
出
し
た
質
問
主
意
書
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
介
護
保
険
事
業
に
関
す
る
質
問
主
意
書

（
木
村
太
郎
提
出
）

『
現
代
仮
名
遣
い
』（
昭
和
六
十
一
年
七
月
一
日
内
閣
告

示
第
一
号
）
の
運
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
稲
田
朋

美
提
出
）

検
察
庁
に
よ
る
定
例
記
者
会
見
の
開
放
に
関
す
る
再
質

問
主
意
書
（
鈴
木
宗
男
提
出
）

い
わ
ゆ
る
袴
田
事
件
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書
（
鈴
木

宗
男
提
出
）

議
事
日
程

五
月
二
十
日
の
議
事
日
程
は
次
の
と
お
り
。

議
事
日
程

第
十
九
号

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
日
（
木
曜
日
）

午
後
一
時
開
議

第
一

北
朝
鮮
特
定
貨
物
の
検
査
等
に
関
す
る
特
別
措

置
法
案
（
第
百
七
十
三
回
国
会
、
石
破
茂
外
十
名
提

出
）

第
二

国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
決
議
第
千
八
百
七

十
四
号
等
を
踏
ま
え
我
が
国
が
実
施
す
る
貨
物
検
査

等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
案（
第
百
七
十
三
回
国
会
、

内
閣
提
出
）

第
三

特
定
船
舶
の
入
港
の
禁
止
に
関
す
る
特
別
措
置

法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
船
舶
の

入
港
禁
止
の
実
施
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
の
件

第
四

独
立
行
政
法
人
石
油
天
然
ガ
ス
・
金
属
鉱
物
資

源
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
内
閣
提
出
）

第
五

児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
内
閣
提
出
）

参

議

院

議
案
提
出

五
月
十
九
日
議
員
か
ら
次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。

国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
に
お
け
る
療
養
体
制
の
充
実

に
関
す
る
決
議
案
（
西
岡
武
夫
外
十
二
名
発
議
）

要
求
書
提
出

五
月
十
九
日
発
議
者
か
ら
、
次
の
議
案
に
つ
い
て
の
委

員
会
審
査
省
略
要
求
書
が
提
出
さ
れ
た
。

国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
に
お
け
る
療
養
体
制
の
充
実

に
関
す
る
決
議
案
（
西
岡
武
夫
外
十
二
名
発
議
）

議
案
付
託

五
月
十
九
日
議
長
は
、
次
の
議
員
提
出
案
を
委
員
会
に

付
託
し
た
。

国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
林
芳

正
外
三
名
発
議
）（
参
第
七
号
）

幹
部
国
家
公
務
員
法
案
（
林
芳
正
外
三
名
発
議
）（
参
第

八
号
）

内
閣
委
員
会
に
付
託

Ÿ
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